










































































































(α tt b)c=α tt b c
























































卜 P.・.卜σ。 かつトー ～ク ……①
は矛盾である。が,





























































































































































































































































































































命題変項 :a, b, C, d, c…(これらは判断内容を表現している)
判断の形成規則 :
(i)αが命題変項のとき,卜__αは判断である。












































































住0 (9⊃(d⊃(c⊃(b D αllll⊃(b⊃(9⊃(0⊃(c D α llll
住0 19⊃(α⊃(c⊃(b⊃α lll}⊃(9⊃(ご⊃(b⊃(c⊃α lll}

































































































である。そして代入規則と推論規則はこの トー トロジー性を保存する。即ち,2がトー トロジーで
あれば,αの代入例S(2)がトー トロジーであるし,また2と2Dβが トー トロジーであれがβ
もトー トロジーである。このことから,フレーゲが提示している論理法則はもちろん, この公理系




























































19,(c⊃(bDα》⊃ib⊃《c⊃b)⊃(c⊃α》1   1,18にM.P,
20.lb⊃((cDb)D(c⊃α))|⊃|(b⊃(cDb》⊃(b⊃(cDα))1公理(2)に代入
21.90⊃|(cD(b⊃α》⊃991                  公理(1)に代入
22.(c⊃(b⊃α》D9①              20,211こM.P。








28.b⊃(c⊃b)                 公理(1)に代入
29。 (b⊃(c⊃b》⊃|(cD(b⊃α》⊃(b⊃(c⊃b》1   公理(1)に代入
30。 (cD(b⊃α》D(b⊃(c⊃b》         28,29にM.P.
31.(c⊃(b⊃a》⊃(b⊃(c⊃α》        27,30にM.P.
32.(α⊃(b⊃α》⊃(b⊃(α⊃α》        31に代入




集合 (1, 2, 0}に真理値束の構造を与え,条件法と否定を)買序と補元で解釈する“
Iち すると,




,Dσ 1 2 0
1″1″2
11″3














































90(b⊃a)⊃(～α⊃～b)…………o×o××○×o        ‐




































































































































191 意図 (intendOn)や慣用 (convenoOn)の,断定 (assertiOn)との関わりについての興味深い分析が [Dummett
1973]ch 10 Asttrtion p.299 ffにある。
10 これは [Bdl 1979]pp 97-8の指摘である。
10 [Be■1979]p88。 これは [Geach 1965]p452からの引用。
(1か Cf,[Luhasiewicz 1935]
10 H SIugaもこの点を強調している。[SIuga 1980]pp 90-95参照。
10 この点は「関数」についてのフレーゲの考え方にはっきりと現われている。
10 [Frege 1918]でもこのことが語られている。




40 [SIuga 1980]p78 参照。
90 モドゥス・ ポネンスの推論規則とは以下の形式のものである。




90 Cf [SItlga 1980]p92
90 cf[Flege 1891],[Flege 1904]など。






























Cf [Sluga 1980] p 71
註90参照。
ここでいう無矛盾とは,ある論理式Aとその否定～Aとがともに導出されえないという,構成論的意味の無矛盾
性をいう。00a D(～a⊃b)がフレーゲの体系では導出できるから, この意味での矛盾とはすべての式 (もち
ろん正しく形成された式weII formed formula)がこの体系で導出できることをいう。従って,この体系が無矛
盾のときかつそのときのみ, この体系で導出できない式が少なくとも一つ存在する。



















5,α∪ (α∩b)=α, α∩ (α∪b)=α
順序a≦bはa∩b=aと定義される。
そして,すべての真理値の結,交,を最大元,最小元といい,それぞれ1, 0で表わす。このときaの補元 a′は
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A Study of Bθgrrrsscヵr,た I,II―――
In 均9をタゥ盗dc/P/う々'i One of the greatest ttrorks in the history of iogic, perhaps even in the history of
human thOught, Gottiob Frege prepared a preliminary survey in iogic for his logicism program of
reducing arithmetic to logic After giving, in chapter I, a logico―philosophical analysis of concepts
都/hich are of fundamental importance for developing his survey in iogic, for exalanple, those of
iudgement, conditionality, negation, identity of content, argument and function, and generality, he
presented as axilnatic systems propositional 10gic and first―rder predicate logic 、vith equahty in
chapter IIⅢ His system of propositional logic has properties of syntactical consistency and semantical
completeness,and independencと of rivability can be sho都/n if only the axiolal(3)is elirninated His
system of predicate logic郡/ith or ttrithout equality also has the abOve prOpertties

